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小学校低学年の国語科における教材の魅力と子どもの実態に応じた

単元学習づくり

～文学教材『お手紙』（光村図書）を使用した授業実践をもとに～

湯浅明菜

単元学習において重視される実の場の設定として，他教科とのカリキュラム・デザインにより充実させる

ことをめざしナこ実の場を設定することを生活科「大好き ！附属小学校」の学びで， 1年生を招待して集会

やおもちゃランドを開いた経験を活かすことができるよう，単元を構成した。シリーズ作品を多読させる

ための環境づくり，自ら選んだシリーズ作品を幼稚園の子どもに発表するという活動，パネルシアター形

式による読み聞かせなどを単元に位置付け，学びの充実を図った。また，低学年という学年段階をふまえ，

保護者ボランティアの協力により， 音読を聞いてもらって評価を得ることで，低学年での省察性を促した。
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1 . 研究の目的

「文学教材での音読を中心とした授業実践の一考

察」（湯浅 2015)は， 音読を言語活動の中心に据

えた文学教材での「読む」力の育成を図っている。

しかし，大村はまの提唱した単元学習において大切

にされてきた「実の場」の設定は乏しかった。その

ため子どもたちは，音読を楽しみながら読むことは

できたが，よりよい自分の読みを探究しようとする

姿が見られたとは言えなかった。

そこで本研究では，小学佼低学年における国語科

における単元学習を目指して，他教科とのカリキュ

ラム ・デザインを重視しナこ本稿では， 「2Bきら
きらげき場『お手紙』」の実践から，その効果につい

て考察する。

2 研究仮説

国語科生活科， 学活とのカリキュラム・デザイ

ンにより，「幼稚園でパネルシアター形式の音読発

表をする」という実の場を設定することで，音読や

劇化，多読をとおし，理解と表現を往還させながら

学習する。それにより場而や登場人物の様子を具

体的に想像しながら読むことを楽しみ， 言菓で思

いや考えを伝え合い，表現しようと学びに向かう

力を養うことができるであろう。

3 研究内容・方法

本実践においては，パネルシアター形式での読み聞

かせを行わせt~本実践におけるパネルシアターとは，

児童机に載せられる程度の大きさのホワイトボードに，

子どもが作成した紙人形を貼りつけて場面を表せるよ

うにしたものである。

3. 1. 音読を中心とした国語科授業づくり

本実践は，2学期 10月下旬から実施した単元で

ある。それまでに，物語文は「ふきのとう」「スイミ

ー」（いずれも光村図書の教科書教材）で学習しt4>
「ふきのとう」では校内放送による音読，「スイ

ミー」はペープサートを用いて音読することを単元

のめあてとした。それらの学習により，時間の経過

や場面における登場人物の様子について具体的に

想像しながら学習し，音読する経験を穣んできた）

また，朝の会で詩の音読をするなど，声に出して

読む活動を継続的に行った）

3. 2. 教材分析による単元づくり

本実践の中諷菊オ「お手紙」は，シリーズ作品の

内の1つである。わがままで，悲観的な考え方をし

がちながまくんと，前向きで明るいかえるくんが登

場する。性格の異なる 2人は，お互いのことを大好

きである。シリーズ作品のどれもが短く読みやすく，

その中にどきどき，わくわく，ほのぼのとした展開

がつまっている。シリーズ名「ふたりは00Cとも
だち，いつも，いっしょ，きょうも）」にかかわり，

2人の関係性が伝わる音読にしよ うと探究する姿

の見られる学習にしたいと考えt4>
教材としての魅力を①主人公2人が，低学年期の

子どもの様子と重なるところがあり，親しみやすい

こと，②湿かく，ユーモラスな書きぶりであること，

③主人公が2人であること， ④会話文が多用されて

いること，⑤同一主人公のシリーズ作品が全20遍

あり，どの作品も「お手紙」と同様の短い話である

こと，と考える。
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①については本教材の作風である。シリーズ本

をすぐ手に取れる環境を整え，子どもたちの生活の

会話中にもこの「ふたり」が出てくるほど，作品世

界を楽しめるようにしたい。

③については，子どもたちが，主人公が複数の作

品を読むのは，本実践が初めてである。それまでは

1人の主人公に視点を置いて物語を読んできナこ本

教材では，どのような音読にしたいかを考えたり行

間に吹き出しを書いたり して，2人の様子について

考えるなどの支援により，がまくんとかえるくんの

会話や行動から，それぞれの気もちや性格について

とらえて読み進めたい。

④については，主語と述語の関係を正確にとらえ

ながら読めるようにしたい。主述を明らかにした上

で音読をすることにより，場面の様子や登場人物の

心情について読み深めていければと考えている。

⑤については，単元のはじめに，シリーズ20作

品の存在を紹介する。指導者としては，「お手紙」で

の学習を，他のシリーズ作品にも広げて楽しんで音

読する子どもの姿を期待している。シリーズ作品の

存在を知れば，それらを読みたい，音読してみたい

と言うであろう。そのように内発的欲求が起きるよ

うな学習展開になるようにすることが，指導者のし

かけとして1つのポイントと考えている。

3. 3. 生活科とのカリキュラム・デザイン

本実践は，生活科とのカ リキュラム・デザインを

中心に据えた（固1)。

生活科「大好き ！附属小学校」は，1学期から学

習してきた単元である。学校探検をして分かったこ

とを学級内で情報交換したり，1年生を楽しませる

レクリエーション集会を開いたり，手製のおもちゃ

る。

ランドに 1年生を招待するなどの学習活動を行っ

ていた。

そうするにつれ，子どもたちは 「勉強は楽しいと

いうことを教えてあげたい」という願いをもつよう

になっていt;:,,そこで，幼稚園年長の子どもたちが
小学校生活への期待をふくらませられるように，自

分たちの学びの成果を披露することをめあてと し，

学習活動を設定した。ここでいう学びの成果は，

「『ふたりは00』シリーズ作品を，パネルシアタ
ーで読み聞かせする」とし，それが国語科における

単元のゴールにもなった3

3. 4. パネルシアター形式での読み聞かせ

本実践におけるパネルシアターとは，児童机に乗

る大きさのホワイトボードを用い，そこに紙人形を

貼り，場面絵を示しながら音読をするというもので

ある。登場人物や場面に出てくる道具を紙で作成し，

マグネッ トを貼りつけておく。場面絵は，話の流れ

によって適宜張り替える。

「お手紙」を学習した後，並行読書していたシリ

ーズ作品の中から，自分が読み聞かせをしたい作品

を選んだ3 幼稚園での読み聞かせに向け，同じ作品

を選んだ2~4人でパネルシアター形式での音読

練習を行った。

4. 授業の実際

4. 1. シリーズ作品の多読を促す

「ふたりは00」シリーズは4冊，作品数は20
である。あらかじめ，保護者にはがまくんかえる＜

んのシリーズ本（「ふたりは00」）の購入希望を伺
い，冊数はそれぞれ異なるが12家庭からの注文を

I I 

回
なりきり作文を書

こう～主語 ・述語

. 1年生と仲良くなりた

い，1年生に学校をもっ

と楽しんでもらいたい，

附属小学校のすてきな

ところを教えてあげた

いという思いをもって，

学習に取り組む。

問題発見見通し ・基本3文型 (0

0は〈が〉「なん
だ」 「どうする」

「どんなだ」）を

使った文を書

・学習の楽しさを伝えるた

めに，国語で学習した物

語文を音読劇と して，幼

稚園で発表する。

「シリーズ20作品の中から 1つ選

んで音読しよう。1年生や学校のみ

んなに聞いてもらいたいな。」

問題解決1

お話の楽しさ，登場人物らしさが伝

わる読み方って，どうすればいいか

な。「お手紙」を読んでみよう。

問題解決2

がまくん，かえるくんシリーズから

1つ選んで，音読発表しよう。

図1 本実践に関わるカリキュラム・デザイン

厨
• 朝の会で， 週に

一編詩や短い

文章を音読す

る。
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承った。他にも，書店で見つけたので自分で購入し

てきた子や以前から家にある子どもを含め，約半数

が自分の本を持っていた。教室には，教師の私物と

図4 幼稚園で読み佐茄ヽ せ

学級文庫，学校の図書室の所蔵を合わせ，シリーズ

本各5,6冊を置いた。

シリーズを読み進める際の意欲を促すことがで

きるよう，作品の一覧表と一言感想記録用紙（図2)

を配り，教室掲示には読み終わった作品にシールを

貼ったり， 一番のお気に入りに名前入りマグネット

を付けたり（図3)することができるようにしtc.o

図3 教室掲示

（上）読んだ作品にシールを貼る

（下）最も好きな作品にマグネットを貼る

4. 2. 「お手紙」を学級全体で読む

5 ,__, 7段落の場面で話し合われたことを整理す

ると，がまくんに手紙を渡して早く喜ばせてあげた

いのでいそいでいる感じであること，かたつむり＜

んにお願いするときは俊しく丸い感じの声である

こと，これで喜ばせてあげられるぞという気持ちで

わくわくしながら元気よく急いで戻っているとい

うことについてであった。

急いでいるということに関して数名が発言した

ため，「急いでいることが分かるのって，どの部分

なの。」と問うと，「大いそぎで家へ帰りました。」

「家からとび出しました。」「がまくんの家へもどり

ました。」の部分であると話した。また，「えんびつ

と紙を見つけました。紙に何か書きました。紙をふ

うとうに入れましt~ ふうとうにこう書きました。」
の部分も，いそいで書いているから急いだ感じで読

みたい，しかし，「がまがえるくんへ」は，佑二の音

読や白乃の「手紙を一文字一文字丁寧に， ー文字に

15秒とかそれぐらいはかかってると思うから，そこ

はゆっくり読むといいと思う。」という発言から，

「さっきの佑二くん，そんな風に読んでた。いいな

あ，それ。」という反応が聞いていた子どもたちか

ら出ていた。

振り返りの時間には，学習したことを生かした音

読をみんなの前でしたいと手を挙げる子どもが大

半であった。そのため，次の時間も漢字の学習のた

めに国語を設定していたが，その前半を使って音読

を聞き合うことにしに弘樹は，具体的な様子を想

像することに困難を感じており，また，自分の考え

に自信をもちにくい子であるが，自分の考えがもて

たときにはなんとか伝えたいという気持ちをもっ

ている子どもである。この時間には，「⑤段落だけ

なら読めるかも •••でも，やっぱり難しい。 」と言い，
一度は手を挙げて指名されたが，読むことをためら

っていた。周りの励ましの声もあり，音読し始め，

結局⑤から⑦まで読み通すことができた)

4. 3. 保護者に音読を聞いてもらう

練習を行った後幼稚園へ行く前に，保護者ボラ

ンティアの方に来ていただき，各グループでリハー

サルを行った。読んだ後には保護者から感想を聞き，

「幼稚園の子にはもっとゆっくり読んだ方が伝わ

る」「その作品のどんなところが好きなのかをもっ

と話してから読んだ方がいい」といったアドバイス

を全体にも伝えていただいた。

4. 4. パネルシアターでの読み聞かせ

単元開始時からシリーズ作品の並行読書を行い，

「お手紙」の学習を終える頃には全員が 20作品を

読み終えていた。自分が幼稚園で読み聞かせしたい
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作品を選び，同じ作品を選んだ2~4人で一緒に読

み聞かせの練習を行った）

幼稚園では，がまくんとかえるくんの紹介，自分

がその作品のどんなところが好きかを話してから

パネルシアターを行った（図4)。

5. 授業の考察

シリーズ作品の多読は，普段読書を家であまりし

ないという子どもたちも「いつもよりおもしろい」

と言って読めたようであった。シールやマグネッ ト

で視覚的にすることで，「ぼくもこの作品を読んだ」

と言ったり，友達から「この話おもしろいよ」と勧

められたりして本を手に取る姿を見ることができ

た。

音読では，どのようなことが伝わるように表現し

たいか，自分の思い，考えを大切にさせている。「か

えるくんの00なところがったわる音読にする」と
いう考えを出し合い， 音読をしながら作品を読んだ。

手紙をもらったことがないと言うがまくんに手

紙を書き，喜んでもらおうとしたかえるくんの様子

を読ん芯しかし，がまくんに手紙を書いたことを

黙っておくことで，お手紙を待っ時間を幸せな時間

にしてあげようと考えていたのに，ついに言ってし

まったという結果について，子どもたちは疑問をも

った。

そこで，「いやだよ」「ばからしいこというなよ」

など，がまくんが，お手紙を待つことを拒否する言

葉を何回も発していることに着目した。それにより，

結果としてかえるくんは言ってしまったが，言った

ことによって，がまくんが喜び，お手紙を待つ4日

間が幸せな気持ちにつながったのだということを

共有することができに

保護者からのアドバイスは，低学年の子どもの省

察性を促すには重要な位置を占めると考える。低学

年を指導する中で省察を行わせることの難しさを

疇する。そこで保護者に音読を聞いてもらい，評

価やアドバイスをいただいたところ，子どもたちに

とっては自信や励みとなり，次の練習への意欲につ

ながった。リハーサルの翌日は土日で，幼稚園での

本番はその週明けに控えていたのであるが，保護者

からの聞き取りでは，英太などは「これだと気持ち

が伝わらないかなあ。どう読んだらいいかな。どう

思う。」と話しながら練習したとのことである。保

護者の声を聞きながら自分の読みを確かめていく

ことで，自らの読みを高めていくことができると実

感できている姿が見られた3

自ら作品を選んでの音読練習については，普段の

授業で2,3, 4人での小グループ学習をしていた

ため，スムーズに行えた。役割分担，読み方，パネ

ルシアターの張り替えなどを相談し，協働的に活動

することができた（図5)。

6 成果と課題

図5 小グループで協働的に学ぶ

幼稚園での音読発表という実の場の設定をする

こと，自分が選んだ作品を音読することで，探究的

な学びを促すことができた)

カリキュラム ・デザインという限りは，生活科で

幼稚園との交流をもっとすればよかっt.:.aそうすれ
ば，より他者意識をもちながら探究する姿が見られ

たのではないだろうか。

かえるくんが手紙を書いたことを言ってしまっ

たことに関して，親友だからこそ内緒にはしておけ

なかった，本当のことを言ったのだ，という発言が

出た。

その発言に関して吟味する時間をもつことがなか

ったが，そのことに関してさらに詳しく話し合えば，

かえるくんとがまくんの関係性がよりくつきりと

浮かび上がったのではないか。子どもの発言のどこ

をより深く問うていくかを精査する必要がある。ま

た，どのようなところが伝わる音読にしたいかを意

識させる手立てが不十分であった3 単元終末にのみ

「ふたりは00」と振り返らせたが，毎時間もし
くは作品ごとに書かせてもよかった。そうすること

で，より，作品を通した自分なりの読みが反映され，

登場人物同士のつながりについて振り返り，低学年

での文学教材での省察性につながったのではない

かと考える。
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